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京都府も日本も

温室効果ガスの排出量「実質ゼロ」

をめざすことを宣言！

実質ゼロ2050年

では、何年までに実質ゼロを達成するの？

[100万トン] CO₂換算
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●化石燃料

石油、石炭、天然ガスなどのこと。

使うと、二酸化炭素がたくさん出る。

●再生可能エネルギー（再エネ）

太陽光、水力、風力など自然の恵み

から得られるエネルギーのこと。

使っても、二酸化炭素が全く（また

は、ほとんど）出ない。
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2050年までに

どうやって実質ゼロを達成するの？

これまでの温室効果ガス排出量
※温室効果ガスインベントリオフィスデータより作図

気候変動対策のココに注目！

ゼロへ

まず「省エネ」で
無駄なエネルギーをへらし、
必要なエネルギーは
二酸化炭素を出さない
「再エネ」で作って
実質ゼロを目指そう！

日本における温室効果ガス排出量の推移


